
























利用していた広汎性発達障害児 8 例（男 6，女 2）と知的
障害児 5 例（男 3，女 2）の計 13 例であった．広汎性発
達障害児の平均年齢は 5 歳 11 か月±1 歳 1 か月，知的障害

















広汎性発達障害児の表出語彙年齢は平均 4 歳 2 か月、
知的障害児は 3 歳 0 か月と有意差を認めた．一方，理解
語彙年齢は広汎性発達障害児で 3 歳 2 か月，知的障害児
では 3 歳 8 か月と有意差を認めなかった． 











この傾向は 3 歳前半の定型発達児における傾向（小坂 2)）
と類似していた．そのうち，無意味音節が多かった理由と
しては構音障害の影響が考えられる．一方，広汎性発達障
害児では上位語や下位語への誤りが少なく，3 歳前半の定
型発達児における傾向（小坂 2)）とは異なっていた．この
ことから，広汎性発達障害児では語彙の範疇化が不十分で
ある可能性が示唆される． 
 
【結論】 
本研究の結果から，広汎性発達障害児と知的障害児では
誤答傾向が異なり，語彙の乏しさは質的に異なる可能性が
示唆される． 
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表 ．呼称の誤答分類
目標語と同一品詞の誤答：上位語、下位語、等位語
目標語の機能的要素表現：属性、機能、機能的文脈  

無関連：無関連語、絵への誤った解釈、無反応、
絵への誤った解釈関連、無意味音節

幼児語
ワードパーシャル（語の一部のみを発話すること） 

図  呼称課題における誤りの分類
